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あらまし：我が国では地名学が成り立たない。幾世代ち引き継がれてきた貧重な文化財である地名が、昨

今、簡単に消されたり、根拠のない語感のみで新しく作られる傾向があり、単なる記号としか扱われてい

ない。「縄文語はアイヌ語に引き継がれ、原型を残している」という仮定の下に、各地の縄文地名の意味

を明らかにし、地形と照合出来るものであるという多くの結果を得られれば、縄文語・縄文地名の証明に

繋がるはずである。本稿ではその考え方の概要、古代人の自然に苅する感じ方やアイヌ語・日本語の関係

などの概要を述べて、アニミズム（人体語〉と言われる地名倒、特に山地名を中山に具体例を地形で示す。

Summary: In Ja問 n.T ooonymy (study of place-names) has not国en白 tablished.For generations. 

traditional place-names have been pre担「vedand also been precious cultural as田 ts.But. in recent 

days. they are sometimes changed with new nam田 madewith cheep feeling. It looks like that place 

-names are now considerd as non-cultural symbols. Here. we have a hypothesis that JOMON langu 

-age is taken over to the刈NUlanguage that keeos primitive meanings. Based on the hypothesis. it 

could be shown that most of place-names can be interpreted in terms of JOMON language, similar 

to AINU language, by det配 tingcoincidence between回 chof place-names and description of its 

geographical featur田 interms of JOMON language. In this paper, a method to compare place-

nam田 withJOMON words is p問調ented.It is also discussed what the ancient JOMON問 ople 

thought of the nature and how it was to be related to AINU language and the Japane舘 language.

Finally the so-called animism is illustrated by some examples of place-names and their geographical 

featur田．
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Tooonymy 

1 .はじめに

「縄文文化はアイヌ文化にひきつがれた。」と

梅原猛は著作などを遇して言われている。［11. 

[2-5］など

このことは、アイヌ語の地名用語で地名を読み解

き、当時の考え方を想定し、その結果が当時の生

活条件や地理条件に合致するちのである多くの例

を提示することで証明出来ると考えている。

故、知里真志保はアイヌ地名を調べる人のだめ

「地名アイヌ語小辞典」等を残された。［6.7] 

抱合語であるアイヌ語の語源分析などを通して、

アイヌ語の基本単語としても貴重であり、アイヌ

語語源分析方法が地名を解読する上で重要であり、

日本語の語源を探る上でも必要であると考えてい

る。

一方、地名に関して日本語語源学の吉田金彦は
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「地名学の三大要素は歴史・地理・言語の三科学

が基本」と述べられ、我が国の地名研究の！必要性

を述べられている。［8]

今日までの歴史、言語学の誤つだ方向、または

未熟な結果が地名研究停滞の一因に思える。

（先生方の敵称は省略させて頂く。）

2.地名の位置づけ、言葉の位置づけなど

(1)地名の位置づけ

狩猟・採集・漁労生活をしていた古代人にとっ

て、文字のない口こみだけの社会にあって、地名

がどのように名柑けられ、伝えられてきたかを推

定し、現状の地名の位置づけを考えてみよう。

表1.縄文地名の発生と推移の推定
’－－ー・一一 F 一一一一’一一 ’←・ー

1名付けられた当初の地名（縄文地名〕

当時の昌葉で誰ちが分かるちの

（ロ君主伝京としての地図機能〉

生活環境や地形の特徴をよく郡し

、ユニークな甥所を特定できた。

（行動範囲の場所特定機能〉

地名用語としての言葉は広く共通に使われていた。

（共通地名が広く分布している〉

2弥生時代以降の地名の鍛いは？

－ 生活・文化の大きな変化｜」対してもそのまま

継続して使われたものも多かった。

－ 地名の言葉の元の意味は全く失われてしまった。

（縄文語・縄文文化は急激に失われた。〉

漢字地名として宛われた地名は当時の音韻を

大事に引き継いだ。 （漢字による当て字表記〉

3現状の地名研究に苅する私見

古い文献や伝京をちとに地名を解釈している。

（ヤマト言葉や漢字による解釈で縄文地名

としては間違った解釈）

f申名および人の苗字や名前から地名が生ま

れたと警えている例が多い。

（通常は地名が先では？）

当てられた漢字をもとl」地名語源と考えている

E勇合ち多い。

(2）古代人の自然感、地名の考え方

縄文時代は約1万3前年に始まり、約1万年平

穏に続いたと言われているが、地理的な変化を考

えるときに、とてち平穏無事と思われる状況では

なかっだであろう。縄文時代を取り巻く地理的歴

史観から特徴的な事柄を取り出すと、約2万年前

まで氷期の最終段階を迎え、海面は現在より約

100m倍く、日本列島は北は穣末を介して、西

は朝鮮半島を介して大陸とほとんど繋がっていだ

が、温暖化が始まり約5子5百年前には温暖化の

ピークを迎え、海面は現在より約10m高く、日

本列島ち細々となっていた。その後、波状的に温

暖化、寒冷化を繰り返し、現状に至る。

厳しい自然環境の中で、太地、山や川などを手

に負えない人の力の及ばない、どうしようもでき

ない生き物として考えたのは当然と思われる。一

般的にアニミズムや自然崇拝といわれている。

そのような中で、山を頭に見立てたり、岬を7フ

ゴや鼻と見たり、多くの地名でアニミズムの世界

を見ることができる。

(3）縄文文化・言葉の位置づけ

縄文文化が始まる以前の旧石器時代は、大型の

野獣を追って大陸から人が渡ってきだが、温暖化

と共に南から海を渡ってきた人々の生活と共に縄

文文化が始まったと考えられる。

縄文文化、縄文語を取り巻く歴史経緯は下記の

ようである。

表2.縄文時代を取り巻く文化・言語に関する匡史観
年代 事項 肉容 特記事項

旧石器時代

1. 3万年
移動、狩 石器を用い、大型獣を追い求める マンモスハ
猟生活 狩猟生活 ン1Z一途

前まで
大陸とほとんど綾続しており、文化・

の到来
言語のポーダレス社会であった。

縄文時代

1. 3万年 土器出現
定住生活の始まりと共に縄文土器 縄文土器の
の出現により生活革命が始まる。 各地出現

前から
大陸と切り離され、列島化と共に独
自の文化・言語が発展する。

5千年前 文化の均 温暖化と共に人々の移動で文化・
人口の東

頃 一化 言語の共通化が促進される。
北・関東地
方への偏在

人々の問では平和な生活が約1万
2. 3百年 年間続き、好奇心旺盛な人々は土

縄文地名
前まで 地土地に生活や文化や地形特徴を

伝える地名を細かく名付けた。

弥生時代

2. 3百年
水田稲作技術と共に軍事・政治ノウ

倭盟大乱 ，、ゥを機えた人々の到来は新たな
前から

文化や生活革命を起こした。

数百年間

古墳時代以降

弥生語化 縄文文化・縄文語は早々に消滅し
進展 ていって、忘れられた。

最も古い文献である古事記、日本

1. 7百年
書紀、各地の風土記の地名説話は 縄文地名の

古い文献 とってつけたたわいない説話であ 元の意味の
前から

り、完全に縄文語、縄文地名の意 消滅
味が消滅したことを伝える。

地名の文 地名の音韻は大事にされ、漢字地
縄文地名の

字化漢字 名化なされたが、意味は零離してし
化 まったものが多い。

級い
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(4）日本語とアイヌ語

片山龍峯はその著作［9］において、日本語と

アイヌ語の語意において、いくつかの視点から姉

妹語であることを追求されている。

一般的な共通点、相違点は下記のようである。

表3.日本語とアイヌ語比較

共通点

No 項 目 備 考

1語販が同じ 単語の置き換えで相互互換可能

2単語の母音 5母音
一時期、上代8母音説はあった
が

3名詞の複数形がない

4多くはないが共通の単 語根の共通性、動詞の共通性
量回五目 は多く指摘されている

相違点（現代日本語に対してアイヌ語の特徴）

No 項 白 備 考

1子音終わり（間音節）の 方言では閉音節単語は各地に
単語が多い 見られる

2濁音がない 正確には濁音も清音も区別しなl

子音はk,s, t, n, h, 
子音の表し方は異なる方法を

m, y, r. w, p, (ch）の
採られる人もいる

10または11種

3動詞の活用形がない 動詞の過去形、未来形などない

片山龍峰は日本語動詞の未然
形と閉じものが多いことを指摘

4一部の動詞は複数形が もともと別の動調と昌われてい
ある る
名詞のニ人称形（強調

5形）では語尾が変わるも 日本語の開音節化と関係ある
のがある（閉音節が開 か？
音節へ）

日本語古語には語頭の r音
6語頭に r音が立つも は無かった（古朝鮮語など）とす
のが多い るウラルアルタイ語系説も一時

あった
語根レベルの単語に対して知

7単語に二重母音はない 里真志保先生の主張（地名に
おいては重要）
語根レベルの単語に対して知

8単語に二重子音はない 星真志保先生の主張（地名に
おいては重要）

9基本的な語集に多くの 日本語でも方昌を含めると多い
単語がある ものがある
頭に対して pa,pake. 

sapa,key,rum,eーなど

10抱合語的特徴

分子の単語に対して、
北方からの混入と言われる

原子の単語から合理的
(kotan：村）、（itanki：腕）、（chasi:

に構成されている。例
(etu：鼻）は（e-tu：頭、

砦、柵）などと異なり、古い語源

顔・峰）から
が明確

梅原猛は著書［4］において、日本語古語の動

詞の中で約半殺がアイヌ語動詞と何らかの関係が

あると指摘されている。

地名への摘要に関して、地名用語としてのアイ

ヌ地名用語の基本単語を覚えた上で、上表との関

係に置いて、次のようなことを留意すると、アイ

ヌ・縄文語への変換を容易に行うことができる。

－地名の漢字に惑わされず、音韻を正確に読む。

・語源分析j去を有刻に使う。（相違点"10項の応

用）

－濁音は清音に置き換える。（相違点2の応用〉

．子音終わりの単語の語尾は変化しやすい。

（相違点n
＊子音が取れるもの

＊母音が追加されるもの（相違点5の応用）

．二重母音の単母音への蛮化（相違点7の応用〉

例 so-nai：滝Jll → so-ne：ソネ

ar-moy：ちう一方の入り込んだ所

→ arima：有馬

－二重子音の単子音への歪化（相違点8の応用〉

例 atuy-ta：海の所 → atuta：熱田

inaw-pa：幣I君、祭場→inaba：稲葉

3.縄文語・縄文地名の理解の仕方

先述の梅原猛、片山龍峯など「縄文語はアイヌ

語に引き継がれだ。」などの言語に関するものであ

る。地名などに関してち著書［11 '1 2. 1 3, 1 4] 

など各地にアイヌ語地名が多いことを指摘されて

いる。

筆者の方法は下記のような演鐸法的な三段論法

である。

・前提1.縄文語はアイヌ語に引き継がれ、原型

を残している。（仮説） [1 -5. 1 5, 1 6）等

梅原仮説とでち呼べるちのであろう。

・前握2.地名は数千年の使用に耐えるものが多

Ii＇。
たとえ、文化・言語が蛮わってち地名はそのま

ま便われる倒が多い。北海道のアイヌ地名などす

っかり日本語地名として定着している。ハワイの

地名ち多くが現地のポリネシア語で貴重に残され

ている。［1 7) 

・結論：前提1.および2.の結果、多くの地名

がアイヌ語地名用語で読み解け、かっそれらが

歴史的地理条件または歴史的文化条件に合えば

前提1.および2.は認めることができる。

歴史的地理条件とは縄文時代の地形や地理特徴

など、現在に残され保っていると推定出来ること、

また、歴史的文化条件についても、縄文人の生活

や行動様式に照らして当時の状況を推定出来るも

のなどであろう。
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地名をアイヌ語で読み解ける倒として、先述の大

友幸男、鈴木健や小島俊一の著書例があり、地形

などと照合し疋倒は拙書［1 8）でも多くの例を

あげだ。

ここでは縄文時代から地形の特徴を残している

と思われる山名を中山に、言葉の意味と地形図と

山容などの目視地形とを照合してみよう。

4. 地名の具体倒、山や岬名を中I~＼に

( 1）太地の頭としての山の倒

古代人は太地を生き物と考え、山をその頭と考

えていた。アイヌ語で「頭」に相当する単語は

e-,pa,pake,sapa,key,rum などあり、これらの

言葉を含むと思われる山名倒を見てみよう。

なお、各地名・山名などの説明を以下の順で列

記する。

－地名・山名など漢字読み

縄文地名相当アイヌ語地名用語 日本語訳

その他参考事項

揚所 住所 標高 m 

地形図 20万分のーまたは4万分のーの縮

小地形図

山容 力シバード撮影像

（地形図から復元した疑似目視図〉

地形図、山容図はダン杉本氏の提供されて

いる「力シミール地図」から、フリーソフ

トを活用させて頂いた。

1) eーに関する山の倒

－恵庭岳工二ワダケ [6］から

工二ワ e-en-iwa：頭・尖っている・岩山

下記の他、 e-en の例

山梨県塩山（塩山（I/ザ））市〉市塩ノ山

福井県福井市円山（工河川 1丁目 など

北海道千歳市

制／ ・t 

E’.I! 'f＇ ‘  ，.；..~吋 ＇ ＿，よ...-c ... 

け打~.~~ 句.. ... 
J ・・＇・ナ ー『 勘九－.

j時 ’下L 『 ＼ ’ ~ ：－· －でプ＼＼ 『

1よーシ刊 4・ f窓覇軍f昔 、 怯：~；；·，· ·－.~，、民 '-,,,j 

：，；；川島；ポ 雰究室＇！r

岳J l 心守·~－.

ft~島ω
、丸亀袖匂

交 場3 愉
・:11‘一ー

南から見た恵庭岳

・恵比須岳工ビスダケ

エピス e-pis-un：頭 ・浜（尾）・ある

〈頭が尾を向いている〉

海老の語源と言われ、川の水源ち eー で

あり、水源が浜側にある揚合にち工ピス地

名が多い。工ピス信仰の関連地名と言われ

ているが元々は山、川の地形に起因したも

のだろう。

工ビス地名としては恵比須、恵比琴、胡、

夷、戎、蛭子、えびすなど、工ピ地名とし

ては海老、江尾、蝦、揖斐、えびのなど

岐阜県大野郡丹生川村 乗鞍岳の北の所

標高2,831m

南から見た恵比須岳

表4.エビス山の分布

No 読み 漢字地名 またの名 場所 標高m

1エピλ 恵比須箆山 青森県下北郡佐井村 283 

2 恵比須森
岩手県岩手郡松尾村、

1496 
二戸郡境

3 恵比須峰 二ツ峰
新潟県新発田市、北蒲

1462 
浦郡境

4 エビス大黒の頭
群馬県利根郡、新潟県

1888 
南魚沼郡鏡

5 恵比須岳 岐阜県大野郡丹生川村 2831 
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青森県青森市 標高1,584m
2加6 轟 胃中行軍事遭験者調惚・・133 .• -...・・世代子温畢

1 ‘ 一 見回代平
電 d恥 d

‘［；， 8五
轟.ifJR ＇ 前－ ; 

町 ' ・回 52 ·•' 温

pa-kas：頭・越える

（山頂を越える（道のある山〉〉

福島県沼沼郡柳津町、大沼郡境

標高1.482m

~－76- ’吟！巧仁 ＜－－‘J R掛幸三 1 ・ - l ! 
"-.¥' f ｝~~ず やじ的vふ目録 ~.， ／ ~ 
_i 1.'_( ~， . , t03B明・. I/ 

：’ ~ ... /'ft由 ‘・－；~ --7-~ f L・ <・_ :, 
I ＂、’ v { 

f十 . 曹司~·『E • －・ 戸’l

ti.ii斗’士山－.•• ~！ I . 
ヤマ ノー＿，.－(c·~ ・ 1で戸 、 I .’ 
¥ - f ~ .で：－・て－＇I ‘〔午，、 J’ I ,'.' -, i回一－.i ‘」：＂＂

～・・；－・－・〆 ' ' ~＜ 停 止斗ドア：｝：.
野... -~ －－、 γ浦 、‘l
＿，，， 、二’ ι～

西北の上空2,100mから見た八甲田山

－博士山

ハカセ

ハカセヤマ

－烏帽子山

工ボシ

！ ～‘ 草千~，浜、.. ' . ~ 

＼＇、.-，， ・l’57
I " • 

北＼
／ ゃ
/C 

•. c /,.' ,.. 
./ 

‘合ソ

馬帽子山の南東約1Kmから見た所
~~.ケ A ず...，~.－ ·· ~1刊'If；：＂＂＇＂＇句帯明科

恥ヌ＇・if!'－ 官三，J月；：；.. , .. 

北海道から鹿児島まで、馬帽子山が43力所

烏帽子岳が58力所確認出来た。

2) pa,pake,saoalこ関するもの

－八甲田山ハッコウダサン

西から見た↑専土山山容
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／＼ッコウダ

pa-ukaw-ta：頭・重なり合い・所

（山／山頂が重なり合っている所〉

ha/wa 音韻のゆるみ現象とpa 

言われている。

ーー今



・羽毛山ハゲヤマ

ハケ pake：頭、頭の所

福島県南会津郡伊南村、梅枝岐（tJIY~）柑境

標高1,347m

－佐和山サワヤマ

サワ sapa：頭、前に出た頭

沖縄、読谷村の残波岬、青森県南津軽郡大鰐

町鯖石、福井県鯖江市など

-66-

－筑波山ツクパサン

ツクパ tuk-pa：突く ・頭

（突き出している山頂〉

茨城県つくば市、真壁郡真壁町、新治郡八郷

南から見た筑波山

左山頂が男体山、石が女体山

－稲葉山イナパヤマ

ここでは集落の裏山が祭場に使われ疋。

関連地名：

イナパ地名稲葉、因幡、稲揚、稲庭、

伊奈葉など

イナオ地名 inaw：幣揚、祭場

稲尾、稲生など



イナサ地名 inaw-san：幣・棚

稲佐、引佐、伊那佐など

イナリ地名 inaw-ri：幣揚・高台

稲荷、稲成、飯生、伊成、

居也など

表 5.イナウ関連山名の分布

読み 漢字地名 またの名 場所 標高m

イナオ 稲生山 長崎県島原市 820 

イナオ 稲尾岳 鹿児島県肝属郡内之浦町、佐多町境 930 

イナハ． 稲葉山 福島県相馬郡飯舘村 506 

イナハ． 穏葉山 富山県小矢部市 347 

イナハ． 稲葉山 鳥取県鳥取市、岩美郡国府町波 249 

イナハ． 因幡三山 面影山 鳥取県鳥取市、岩美郡国府町境 100 

イナハ． 因幡三山 甑山 鳥取県岩美郡国府町 100 

イナハ． 因幡三山 今木山 鳥取県岩美郡国府町 89 

イナサ 伊那佐山 奈良県宇陀郡榛原町 637 

イナサ 稲佐山 長崎県長崎市 340 

イナリ 稲荷山 青森県北津軽郡小泊村 30 

イナリ 稲荷山 岩手県盛岡市 322 

イナリ 稲荷山 岩手県盛岡市 233 

イナ1) 稲荷沢山 稲荷山 秋田県由利郡、雄勝郡羽後町湯 324 

カイナリ 貝鳴山 福島県南会津郡関島町 1222 

イナリ 稲荷山 栃木県黒磯町 298 

イナリ 稲荷山 茨城県久慈郡大子町 461 

イナリ 稲荷山 長野県南佐久郡臼田町 750 

イナリ 稲荷山 島根県八束郡美保関町 254 

イナリ 稲荷山 滋賀県高島郡新旭町 180 

イナリ 稲荷山 静岡県引佐郡引佐町、細江町境 75 

イナ1) 稲荷山 京都府京都市 233 

イナリ 稲荷山 大阪府泉南郡岬町 60 

イナリ 稲荷山 和歌山県海草郡野上町 319 

イナリ 稲荷山 和歌山県東牟婁郡古座川町 365 

イナリ 稲荷山 岡山県高梁市 418 

イナリ 穏荷山 岡山県児島郡灘崎町 154 

イナリ 稲荷山 香川県高松市 166 

イナリ 稲荷姫塚 紫雲山 香川県高松市 170 

3) rum に関するもの

大分県別府市 1375m 

南から見た鶴見E

(4) key に関するもの

・鶏頭山ケイトウザン

ケイトウ key-tu：頭・峰

key-tu-o：山峰の裾

（山の峰の山〉

key-tuk：頭・突き出す

岩手県稗貫郡大迫町、下閉伊郡川井村境

入 .，.：， / 

一 同量露出 ァ
九九.. ！＇＇久保 企t339・

西のやや上空から見た鶏頭山

， ．．． ，司’~ 司司・F司司

・鶴見岳ツルミダケ 左は毛無森、中央手前から鶏頭山、中岳、

ツルミ tu-rum-i:2つ・頭 （双頭山〉
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(2）小山を子供と表現し疋倒

・穂高岳ホダ力ダケ

4長官、

‘ 川 J

R丸 、

ホダ力 pa-ta-ka：子供 ・切り立つ・上手

(IJI山が切り立っている上手〉

長野県南安曇郡安曇村、眼阜県吉城郡上宝柑

境 3190m

左側に西穂高岳、右側に明神E、前穂高E

中央が穂高岳

－武尊山ホタカヤマ

ホタ力 pa-ta-ka：子供 ・切り立つ ・上手

(IJI山が切り立っている上手〉

群馬県利根郡水上町、川揚柑境 2158m

'¥ " l(j：常措置 宅．ι ~ it!:;__ . 

－月 制 ［｛ ：ν （ 百『了
武尊山ι＼｝ζ 
21!1轟也、高尊プJlJ'. ：.叫々.：：h'f：’ γ.，’

• ..種手，，凶 ／.，ーででr も即日 - ：＇－~ 也
虜侵山〆てへe・4 J • .'... ..... ;・:.. / ；：..：.－て：＇.• .. 
.-··•lllBTム ： ノ 富市置－ ~－ －、司 ι 

‘~~：~~~~ __ -.. (f~~，：Tに V：ち~f~； ：；~：·. -• ~ ~.＇. ¥ 
1‘－ . .I ＼’主 I ＿，..ユ 、．＼三、．．

,' ，.’ : ~ 八:i: ./A・ ，〉：舎夫‘、 、：ヰ／＇~.:, ~ ．昔
l＿，.，” もを＇ ・' ~ .... J 、ふ崎“

’：） j弘.：巳＼！？川ι三
？ ？？巧叱 》~；， .j~ ' I ;1 (・-・/' 
(/_,.;¥ L 守 主）＼封円：下

¥, .－ーリ 心 主ー

南から見た武尊山 中央が武尊山

日本武尊（ヤマトタケル〉の伝京か

ら惜けられだ漢字地名

・面白山 オモシロヤマ

東から見た面白山

関連地名として、オモロ沢もある

「？？？吋ベ 〆 ／ ， 政J〆？戸以
明h’

.，.（＿.，.ぐ A f ：お J

山梨県南巨摩郡大島の小室 （抗日〉沢の山容

中央やや下の丸い山の麓がオモロ沢、右手の

小さい山の麓が馬込（マ了メ〉手前は富士川

小室沢オモロ o-moro 

川口・岡 ・多い

馬込 マゴメ ma-kom-e

小さい・コブ・山

面白内 〈オモシ口ナイ〉川地名もある。
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5.地名分類とそれらの代表倒

拙稿［1 9］から例を示す。

表 6.縄文地名例の分類

No大分類地名例 縄文語解釈例
分類

1神事に関する地名例

稲佐山など 1naw-san 

茶臼山など chasi 

愛宕山など a-taokoo 

金毘羅山など kamuy-p1ra 

kom-pira 

足立山など a-tat-1 <a-ta「1

権現山など kom ke 

ニ回など (kamuv-) mintar 

2自然地名例
ー1山（岡）地名

毛無山 kenasi 
<kene-us-i 

駒ヶ岳など kom-ka-ta-ke 

浅間山 asaπ1 

<a-sam 

宇都 humpe 

<hur-oe 

百合 i-hur-1 

-2岬（山崎）地名

江戸地名 etu 

ノツ地名 not 
not-kew 

サパ／サタ地名 sa-pa 

san-pa 

sa-ta 

エサキなど e-san-key 

e-sa-us-1 

長崎など na-ka-san-kev 

ー3海（湖）地名

アツミ地名など atuy-muy 

ルリ地名 rur 

セト地名 seo-to 

静岡 si to-o ka 

4川関連地名

ナカ地名 na-ka 

ソネ地名 so-nay 

ソベ地名 so-oet 

タタフ1也名 tattar 

ワダt也名など wattar 

服部地名 ha抗ar

トネ地名 to-nay 

-5その他の自然地名

オタ地名 。ta
ウフ地名 Ura 

<uta 
サン（ダ）地名 san 

san-ta 

サカ地名など sa ka 

sa-ka-i/ta 

キサ地名 k1sar 

ツシマ地名 tu-sum a/ sima 

マツ1也名 昨1atu

3生活・文化地名

相生地名 ay-0-1 

イク（タ）地名 1-ku-ta 

チクシ地名 chi-kus-i 

カスガ（イ）地名 kas-ka-i 

アピコ地名など apir-ko 

結城地名など 1-uk-i 

冗の意味 備考

幣・棚 祭場，引佐、稲佐神社など

砦、館 祭場

我らが・タンコブ山 祭場；愛宕神社など

神・崖 祭場，金刀比羅、金毘羅、

コブ山・崖 金比羅、金比良、琴平神社など

我ら・踊る・所 祭場；足立神社、安達神社など
コブ山・所 祭場；権現神社など

神の遊び場、庭 二回（ミタ）、二原、ェ春神社など

川岸の木原、雑木林 毛無森、怪無山、毛根など

ハンノキ・群生する・所

コブ・上手・切り立った・所 駒形、駒頭、駒見、昆布山など

奥まった所 浅間神社もある。
我らの・倶I]

鯨（岡）

間・もの

それ（神）・その岡

’h 
見I］表 参照

顎（アゴ） 野津、野付、能畳、野戸など

顎骨 野毛、野木、能義など
前・頭 佐j皮、鯖江、佐波江など

前に出る・頭 残波、三波など

前・所 佐回、佐多、佐太、佐田、佐陀など
そ」に・前に出る・頭 江崎、恵山

頭・前・つく・もの 江差、江刺、枝ヨーなど
水・上手・目ljに出る・頭 長崎（山）、中崎、永崎など

海／湖・入江 渥美、温海、熱海、安住、安曇など
海／湖 るり沼、瑠璃、瑠璃渓など
広い・海／湖 瀬戸、標津など

大きい・海・そ」・上手

水・上手 那珂川、中川、那賀川など

滝・川 曽根、仲宗根、庄内、曽内など

滝・川 楚辺、曽部など

（水流が）踊り踊りする 多々良川、竜田川、多田川など

滝名、海岸名との関連

水のよどみ、淵 和田、 j度、且理、 j度利など
j胤 服部

海・Jll 利根川、万根山など

浜、砂浜 小田、尾田、織田、太田など
浜、砂浜 各地の浦地名

（大水が）出る ニ肉（丸山遺跡）、ニ瓶川｜

（大水が）出る・所 三回（サンダ）など

砂浜・よ手 暖峨、佐賀など

砂浜・上手・所 堺、坂井、酒田、境港など

耳 伊岐佐、木在（キサフ）、木更津、吉舎など

一つ・岩山／島 対馬、津島など

入り込んだ入江 長崎、佐賀県の松浦地名など

イフクサ・群在する・所 相生地名は都市には多い。

イフクサは古代人の糸、麻布の材料

それ・呑む・所 生田、菊田、菊水など

我ら・越す・所 筑紫（福岡）

古代の交通の難所、橋のないJll
徒渉する・上手・所 春日、春日弁など

古代の交通の難所、橋のない川

獣道・所 阿毘縁（アピレ）、我孫子、安孫子など

狩猟場

それ（獲物）・取る・所 由岐、結減神社など
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上記表の中で岬、山崎地名の地名である、エド

地名は特筆すべきものがあり紹介する。なお、地

形としては現在の皇居、江戸城の辺りの工ド、か

つては古淘内湖／海と呼ばれ、大阪城の辺りに突

き出しだ岬であったイズミ地名など地形として失

われているものもある。

表 7.いろいろな『エツ』地名例

e-tu：頭、顔の山蜂・地名としては岬、山崎の代表

工ツの蛮化 e→工、イ t u→ツ、ヅ、ト、ド、トウ、ズなど

読み 地名語源 意味 地名例

ヱツ／エヅ etu 易、出崎 金江津、直江津、江津など

江月、江辻、越地、鈍釣、道悦、恵
塚、秋塚（エヅカ）、八重津など

エト／エド etu 鼻、出崎 江戸（ ／井／塚／崎／川／岡など）など

江渡、恵土、丙（ヱド）、井戸（右／井／
沢）、声間（コヱトイ）、越；度、越戸など

エトウ／ etu 鼻、出崎 江東、江藤、絵堂、江堂、恵堂など

ヱドウ 越道、笛堂など

エス／エズ etu 鼻、出崎 江洲、画図、絵図、江頭(Jll)など

江住、江須（賀／崎／之Ill)、江出
（ヱズル）など

イツ／イヅ etu 鼻、出崎 Tヲ滞l ／ 升 ／ 盲ll/頁’みとJ、17'忌’Zふ
戸

焼津、居土、出雲（イツモ）など

イス／イズ etu 鼻、出崎
伊豆（ー／野／穂／島／木／林／
山／尾／味など）、伊須など

泉井、出井、井随、出（羽／目／流
/j剣／後／問／角／灰など）

イスミ／ etu-
出崎・入江

泉、和泉、伊豆見、伊豆美、出水、泉
イズミ 円、uy 美、泉水、出海、弁澄など

実隅（郡、町、川）、伊佳、居住など

出島（イズシマ）、厳原

泉（谷／野／名／平／回／岡／原
／山／寺／宮／池／Ill／郷／窪／
下／ケなど）

（大／藤／有／湊／本／小／今／
豊／平／岩／飯／白／徳／栃／米
／島／福／中／増／祖など）泉など

イズモ etu-moy 出崎・入江
出雲（ー／崎／塩／井／山しなど）、
出本など

イズシ etu-s1 出崎・大きい 出石、井図子など

（逗子、厨子、図師、都志（つし）など
も同類）

イト／イ
伊都、弁登、伊戸、糸（ ／井／魚

ド
etu .、出崎 ／回／島／永／下／主主／岐／谷／

野／満／米など）、井戸、弁土など

糸魚（イトイ／イトヨ）、井戸（居／石
／内など）、飯土井など

イトウ／
etu 易、出時 伊東、伊藤、位登、板生、糸生など

イドウ

伊藤田など

6.おわりに

地図を見ながら地名と地形をを追いかけ、縄文

人の気持ちになって、縄文地名として読んでみる

楽しみを伝えたかつだ。

多くの地名が縄文語・縄文文化の反映として見

ることができるという立場から、いくつかの倒を

見てきたが多くの地名語の語源分析とその意昧に

おける地形との照合が、梅原仮説の正しさを証明

する方法であると確信出来る。

このような地名のデータベース化を進め、多く

の人に理解して頂き、広めることが急務であると

考えている。このことが歴史認識、日本語語源な

どの研究にち役立つだろうと確信している。

最後に本発表に際し、ご紹介頂いた大阪通信大

学小沢先生を始め、機会を与えて頂いた協議会の

皆僚に深く感謝いだします。
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